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界の電子タグ導入経緯を「タグ＆パックフォーラム」のソースタギング要請から丁寧に確認をしている。また、
出版コンテンツのデジタル化と流通問題、電子タグとプライバシー問題にも考察を及ぼしている。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、日本における出版流通がコンピュータ技術の進展とネットワークの普及によってどのように変化
してきたかを検証し、その歴史的意義を考察したものである。日本の出版流通システムの特徴は取次が流通の
中心的役割を担っていることにあり、取次による物流システムの合理化は1964年のコンピュータ導入によって
質的な変化を遂げた。すなわち単なる事務合理化や物流システムの改善にとどまらず、流通管理面において統
合的な情報技術システムを構築すると共に「金融」機能の確立を行ったことを明らかにしている。 
 とりわけ1981年のISBN（国際標準図書番号）の導入以降、書誌情報・物流情報のデジタル化は書店POS（販売
時点情報管理）システム、EDI（電子データ交換）システムを確立させ、出版SCM（サプライチェーン・マネジ
メント＝供給連鎖最適化）という究極の単品管理、適正在庫の実現に迫りつつある点も明確に立証している。 
 本論文が対象領域とする出版流通業界史は本格的な先行研究が乏しい中で、本論文が採用した研究手法は、
当時の関係団体の発行した機関紙・誌、総会資料、声明文等の原資料を丹念に猟歩、読み解くことで時間の中
で埋もれようとする1980年代の日本図書コードおよびISBN導入問題とその構造的背景を明らかにすると共に、
その後の出版流通合理化の歴史を丁寧に検証している。また、当時の関係者に対する「聞き取り」は本論文の
奥行きを深めているものであるが、併せて今後の本領域に対する研究の基礎資料として貴重な業績である。 
 以上のように、本論文は研究目的に対応した研究方法の的確さ、考察・論述の論理性の水準の高さ、求めら
れる緻密性の保持、考察結果の独創性等において特に優れた論文と評価することができ、その優れた研究成果
は、今後出版流通研究について研究を進めていく上で、寄与すること大である。よって、本論文の著者は博士
（創造都市）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
